
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・「ＩＣＴ機器を利用した各教科の指導と充実」を
実践、iPadを活用した授業力を向上（ミライシード
の活用）

・「ＩＣＴ機器を利用した各教科の指導と充実」を実践、iPadを活用した授業力を
向上よりわかる授業を目指し、主体的に取り組む授業項目をを９５％以上にする。

B B B

各授業でiPadを活用した授業を行
う事での授業力の向上を目指し、
取り組み、どの学年も研究授業を
行い研究を重ねている状態であ
る。

B B

各授業でiPadを活用した授業を行う
事での授業力の向上を目指しどの学
年も研究を重ねた結果88％がiPad
の使用を続けたいと思っていて、家
庭でも68％の人が、常時使ってい
る。

B

生徒の利用状況は前向きではあ
るが、使いこなすまでは今一歩
である。来年度以降の授業や行
事で発表等に期待する。

ドリルパークだけでなく
授業の中で活用できるア
プリ等を積極的に研究す
る。

・家庭学習の推進に向け「江戸川っ子study
week」活用し、さらに取り組ませ方を工夫し充実
させる。
・放課後自習教室（数・英）の充実。

・家庭学習の推進に向け「江戸川っ子study week」に取り組み、９５％の実施値
を目標にする。
・CD層の補充教室参加者数を95％以上にする。

A B B

江戸川っ子studyweekの実施期
間中では各クラスの取り組み状況
が数値的に２０％から７１％まで
ばらついた。夏休みも延長し全学
年平均７０％実施。

B B

補習教室という名前が非常にマイナ
スイメージのため、放課後学習教室
として生徒を募集。CD層に多い外
国籍の生徒の主体的参加を促した
が。９５％はいかなかった。約８
１％にとどまってしまった。

B

日本語を母国語としない生徒が
これだけいる中で授業の補いが
しっかりできるのかが不安では
ある。

外国籍の生徒に対する家
庭学習の取り組み方を学
校内で検討する。スタ
ディウィークの取り組み
方の検討

・読書科の年間授業数の確保と読書科コンクールを
実施
・小岩図書館司書による書籍の充実
・よむYOMUワークシートの活用

・探究的な学習を通して、読書科を各学年年間３５時間実施すると共に、よむ
YOMUワークシートを活用し、より深い学びの充実を図る。読書科コンクールを実
施。ビブリオバトル等の開催

A A B

読書時間はしっかり確保できてお
り、さらによむYOMUワークシー
トも活用できている。各学年ビブ
リオバトルを開催し、３年生は学
芸発表会で披露する。

B A

　読書に対する取り組みはよ
い。学芸発表会でのビブリオバ
トル勝利者のパフォーマンスに
全校で楽しむことが出来た。

A

新校舎の新図書館を楽しみにし
ている。機能的かつ画期的な充
実した読書活動にしてほしい。

新校舎の新図書室をしっ
かり管理し、読書活動を
充実させるにはどんな規
格があるのかを検討。

・年間指導計画に基づき補助運動を実施
・iPadや単元カードを用い、目標や課題を明確にし、運動することに対する楽しみを味わい、学習ア
ンケートの肯定結果を９０％以上にする。

B B B

個人の目標を明確にさせ、授業に
取り組んでいる。授業でのケガが
少なくなった。

B A

体育の授業の取り組みの目標がはっ
きりしているため取り組みやすいと
答う生徒が95％になり、意欲が高
まった。

B

運動に対する興味をもっと持っ
て授業や部活動でも体力をつけ
てほしい。

話し合い、主体的にでき
る時間を増やす。

・河川敷や近隣の小学校の協力を得て、体育の授業
や部活動を実践

・運動部に関して、部活動指導員や地域の力を活用する B B B

地域の学校部活等との合同練習実施が
３部活、部活外部指導員導入が２部
活。さらに充実させる。 B B

近隣小学校の校庭やプールを借
りた授業展開は慣れてきており
スムーズにできた。

B

部活動指導員をもっと導入する
ことと、地域移行について少し
でも進むといい。

　合同部活が厳しいので
あれば、規模を縮小する
など改善案を模索する。

・スポーツテスト結果の向上（体力テストの取り組
みを通した、一人一人の体力向上への意識の高揚）

・スポーツテストの結果の数値を昨年より上げ、投げる力、持久力向上を図る。 B B B

年々体力的な数値が落ちている
中、昨年より、数値は少しだが上
がってきている。 B B

３年生は男女ともに投げる力、持久
走ともに都や全国に近い数字になっ
てきている。１年男子は投げる力が
全国の平均も超えている。

B

体力や持久力（筋力低下）の低
下からかケガが多いのが気に
なっている。

基礎体力と、持久力を向
上させる取り組みを研究
する。

・オリパラ講演など、障がい者理解の講演会や体験
活動を実施

・オリパラ講演会等、障がい者理解を年に１回は開催する。 A A A

今年も11月に全学年で実施予
定。講演者も決まり、準備が進ん
でいる。 B A

２学期に終わりにオリパラレガシー
として毎年お呼びしているパワーリ
フティングの方の講演を聞き、障碍
者スポーツに触れられた。

A

車いすの扱い方や障害を持った
三浦選手の生き方に触れられ、
理解につながった。

渉外を持っていてもいなくて
も共に生きていくにはどうし
たらいいのかを生徒に考えさ
せる。

・課題を抱える生徒への支援体制の確立。SCやSSWと
の連携（校内別室指導支援員との連携）
・多様な居場所づくりとして、学校サポート教室など関
係諸機関と連携

・校内委員会は年３５回以上実施し、校内の情報共有を図る。 B A B

９月段階で校内委員会を１７回実
施し、校内情報をSC,SSW,巡回
教員としっかり共有している。関
係生徒全員の支援充実を目指す。

B A

校内委員会は３５回以上実施
し、各学年で情報共有はしっか
りできている。校内別室は毎日
開室している。

A

柔軟に対応できる環境や、校内
の教職員のさらなる情報共有を
望む。

エンカレッジサポーターとい
う校内別室指導支援に代わる
新しい支援をどう活用し、生
徒に還元できるのか話し合
う。

・特別支援学校と連携し、副籍交流を実施。共同学習に
取り組む
・巡回指導や特別支援教室専門員の活用、日本語指導員
や日本語教室（小岩4中）との連携

・外国籍の生徒で母国語が日本語でない生徒の日本語指導を100％にする。
・復籍交流を年3回行う
・日本語学級の拠点校と連携し情報共有は指導ごとに行う。

B B B

１学期に３人、２学期に１人と外
国籍の生徒が増えてきている。区
や日本語学級拠点校と連携し2％
の未指導生徒を０％にする。 B B

希望している外国籍の生徒全員
に日本語指導員を付けることが
出来たが、年をまたいでしまっ
た。人材の確保が難しい。 B

学級や学年の中だけでなく、家
庭学習等での援助や三者面談等
の援助については心配が残る。

４月の段階で、全員の日
本語指導員について、申
請を待つ段階にし、５月
１週目の導入を目指す。

・いじめの未然防止
・保護者アンケートで「相談環境」に関する項目において肯定的な意見を80％以上とす
る。 B B B

さらに相談しやすい環境を目指
す。学年間で日々、対応できるよ
う教員のスキルを向上させる。 B B

保護者アンケートでは８０％を
超える保護者に肯定的な意見を
得た。生徒はまだ相談しづらい
と感じている。

B

学校全体で話しやすい環境作り
をしてほしい。

SC,SSWとの連携を密に
したり、校内委員会を充
実させる。

・多様な居場所づくりとして、学校サ
ポート教室など関係諸機関との連携

・１年生全員対象にＳＣ個別面談、ヤングケアラー面談を行う。（1学期までに全員終了す
る。）
・ＥＣ室を教育相談以外にも居場所づくりとしての役割を持たせる。（月～金まで毎日開室
を目指す）

B A B

SC個別面談、ヤングケアラー面
談を1学期いっぱいかけて終了し
た。その後のケアーが充実するよ
うにしたい。EC室の開室が週5日
と安定してきた。

B A

EC室の毎日開室は実現してい
る。SC室は週一開室のため、
予約でいっぱいである。 A

学校に居場所のない生徒がいな
いよう、EC室等が、そういう
生徒の活動の場になってほしい

不登校巡回教諭が、本校
が拠点のため、もっと活
用し、不登校のこれ以上
の広がりを防ぐ

・不登校生徒への対応の工夫
・ＳＣとＳＳＷの連携を取り、教育相談の機会を充
実
・校内別室指導支援員と連携し、不登校生徒等の居
場所づくりとしてのエンカレッジルームの活用。

・不登校生徒への学びの場等の確保（区教育研究所主催のバーチャルルーム等の紹介等）
・生徒一人ひとりに寄り添った丁寧な指導を行う。（日々の活動の中で）

B B B

不登校生徒への学びの機会をもっ
と増やしたい。区のバーチャル
ルームを紹介したが、なかなかつ
ながることが難しい。

B B

本校から不登校巡回教員が出る
が、しっかり話し合い、時間も
人材も有効活用できるくらい校
内委員会を充実させる。

B

江戸川区主催のイベントバー
チャルルーム等を活用し、不登
校生徒の居場所を作ってほし
い。

不登校巡回教員と連携を密に
し、積極的に不登校生徒の居
場所づくりや、学ぶ機会を充
実させる。

・学校ホームページや連絡アプリ「テトル」を活用し広
報活動を充実させる。

・学校ＨＰのアクセス数を年11万回以上を達成する。
・テトル加入数を98％以上とし、ほぼ全ての家庭とより繋がれるようにする。 A A A

9月時点でアクセス数が5万回を
超えているので、引き続き開かれ
た小岩一中をめざす。

A A

ホームページでの情報発信はアクセ
ス数月約13000～14000のため、
10万件を超え発信できている。

A

引き続いて学校の情報を発信し
続けてほしい

ホームパージだけでなく、テ
トルを活用し、ペーパーレス
化に取り組む。

・保護者・地域・関係諸機関等との連携強化
・土曜授業以外にも講演会や学校行事への積極的参
加を呼び掛ける。学校公開を積極的に推進する。

・学校公開年４回の他、講演会開催など保護者に参観する機会を増やす B A B

学校公開は年4回という数が精
いっぱいなところもあるので、講
演会等の保護者参観をテトルや
HPで紹介し、参観機会を増やし
たい。

B A

学校公開年4回、全講演会、展
覧会、評議員会等目標は達成で
きた。 A

　評議委員会で卒業式練習の公開が
あった。厳粛でありながら、心が
ホッとできる、いい空気管であっ
た。3年生を送る会の日に、評議委
員会を開いてほしい。

今年度以上の公開数を確
保し、開かれた中学校を
目指す。

・学校評議員会を開催する
・保護者向けアンケートの実施
・生徒向けアンケートの実施

・学校評議員会を年3回の開催に増やし、行事や通常の授業にも参観する機会を増やす。
・学校関係者評価を中間と最終の2回をHPに掲載し、より学校のことを関係者にひらく。

B Ａ B

学校評議員会を2学期12月初旬に
開催予定。さらに3学期も開催
し、授業や行事を見ていただく機
会を増やす。

B A

学校評議員を3回開催できたが
時期を考えた方がよい。２月中
旬の方が参加しやすいのかもし
れない。

A

初めて卒業式練習を参観してい
ただけた。生徒が頑張っている
様子を見られた。

　保護者アンケートを実施
し、2月に公開できたので、
来年度は評議委員会のあんけ
えーとも実施し、より学校に
地域の意見を反映させる。

・生徒総会等でICT機器を活用し生徒中心の企画運
営、実施を図る。

・年2回は生徒総会を企画運営する。生徒主体の活動の中でペーパーレス化を図り、iPadを
積極的に活用する。（チームズ使用）

A B A

生徒会活動は充実している。生
徒、教員が協力して自主的企画運
営を図っている。iPadにも慣れ、
ペーパーレス化できている。

B B

生徒総会、委員会のペーパーレ
ス化はかなり進んだ。他校との
オンライン生徒会の開催を企画
している。

B

小学校のようにペーパーレス化
を図ってほしい。テトルを最大
活用してほしい。

HPではなく、テトルに
なるべく連絡を入れ、配
布文書を減らす。

・生徒会中心に生徒が主体的できる活動を励行する。（2
大行事の運動会、学芸発表会など）

・生徒アンケートで「生徒会や学級活動での積極的な参加」の項目において肯定的な意見を
９０％以上とする

B B B

後期生徒会選挙も無事に終わり、
新しいメンバーでより充実した活
動を目指し、東京都の生徒会サ
ミットに参加をしたい。

B B

　生徒会サミットや生徒会交流会に積極的
に参加し、中心となり、新しい企画や他校

との合同行事など主体的に活動できた。ア

ンケートの数値は86％達成。引き続き頑

張りたい。

A

より主体的な生徒会を目指して
新しい企画などを応援したい。

　自分たちで考えた企画を
しっかり文書に起案させ、大
人はバックアップに回り、
フォローに回る

・地域のボランティアや小中連携の一環として「三校一
園演奏会」に積極的に参加する。

・地域ボランティア活動や地域の行事等への積極的な参加を推奨する。

A A A

地域祭りのボランティア参加は
88名。中止になってしまった
が、地域の運動会のボランティア
参加希望は50名を超えた。

A A

三校一園音楽会を成功させた。
たくさんの小学生や大人の目の
まえで堂々と発表できた。 A

後半、天候のためできるはずの
ボランティアが出来なくて残念
だった。

令和6年同様、同様以上
地域との連携の取れたボ
ランティア活動に励む。

前年度までの本校の現状
新型コロナ感染症の拡大が落ち着き、学校公開などが例年通りに開かれ地域や保護者の参観ができ、保護者や地域の理解を深めることができた。また、自己肯定感を育てる行事等において
も、教育課程どおりに教育活動を行うことができた。

全教職員の学校経営参画意識を高めた、ラインによる組織的な運営の実践。家庭と地域と学校が一体となっ
て、より一層開かれた教育課程の実現を目指す。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立小岩第一中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
自主…自主性に富んだ生徒を育てる
責任…責任を持って行動する生徒を育てる
健康…健康で情操豊かな生徒を育てる

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

　みんなが幸せになれる学校
　次代の社会の担い手となる生きる力を身に付けた生徒
　学校経営参画意識をもって職務を遂行し、教育目標の達成に努める教師

体

力

の

向

上

運動する楽しみをもっと味わわせて
ほしい。

部活動指導員をもっと活用し、短い
時間でも充実できるように期待して
いる。

持久力を向上させ、スポーツテスト
だけでなくしっかり取り組ませてほ
しい。

〇学力の向上
・学習の基盤となる基礎・基本の確実な
習得（だれ一人取り残さない学力向上ア
クションプランの実施、充実。

〇家庭学習の充実
家庭学習習慣に対しての学校の組織的な
対応による取組の実施・充実

学

力

の

向

上

研究授業等での生徒の利用状況は良
くなっているが、使いこなすまで
入っていないので、２学期以降の授
業や行事で発表等に期待する。

登校できていない生徒も取り組め
て、家庭で学習できる機会を増や
し、充実させる。補充教室参加者数
も声をかけ、参加を促してほしい。

〇読書科の更なる充実
読書活動を通じた探究的な学習の実施及
び充実

〇運動意欲、基礎体力の向上
・個に応じた体力向上のため
の取り組みの実施・充実

学校公開や学芸発表会でビブリオバ
トルを参観できることを楽しみにし
ている。図書室前等の図書掲示のさ
らなる充実を進めてほしい。

共

生

社

会

の

実

現

に

向

け

た

教

育

の

推

進

〇ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた個に応じた指導の実施・充
実

11月のオリパラ講演会開催での参
観を楽しみにしている。

〇エンカレッジルーム（ＥＣ室）の
活用促進　校内委員会の効果的な活
用

様々な事情を抱えて入学、進級して
きている生徒やその家庭との関係を
密にし、柔軟に対応していってほし
い。

〇副籍交流、交流及び共同学習の実
施・充実
多文化共生の取り組みの充実

外国籍の日本語指導のさらなる充実
をしてほしい。教室の中で困ってい
る生徒がいるはずなのでその支援も
充実させてほしい。

不

登

校

・

い

じ

め

対

応

の

充

実

学年だけでなく、学校で相談しやす
い環境を引き続き進めてほしい。

SC面談以外にも相談したいが、週
1回の開室のため、もっと増えると
よい。教室以外にも登校できる生徒
が増えるとよい。

〇不登校対策の実施・充実

民生児童委員とも協力し、地域から
も応援が増えるとよい。

〇子どもたちの健全育成に向けた取
組
・hypaer-QU、個人面談の活用

〇教育相談の強化
・ヤングケアラーの個別面談

特

色

あ

る

教

育

の

展

開

一人一台iPadがあるので、どんど
ん使い、ペーパーレス化だけでなく
使い方を探して有効使用してほし
い。

生徒会中心の生徒が主体的に活動で
きる機会が増えるとよい。新校舎改
築の一部を生徒で決められる部分が
あるとよい。

三校一園演奏会に向けて吹奏楽部の
頑張りを期待している。さらに、地
域行事のボランティア参加で地域貢
献を期待したい。

〇生徒憲章（生徒自ら策定）の具現
化
・生徒が活躍する機会の充実
・地域とともに地域行事で活動する
地域に根差した小岩一中

地

域

社

会

に

開

か

れ

た

学

校
（

園
）

の

実

現

〇自校の取組の積極的な発信
〇学校ホームページの充実等

宿泊行事や総体でのHP更新が多く
楽しみにしている。続けてほしい。

〇学校公開の実施・充実
・内部評価、外部評価の充実と評価結果
を踏まえた改善

改築中という事もあり、一中での行
事開催は難しい行事もあるが、通常
授業も含め参観機会を維持してほし
い。

〇学校関係者評価の充実
・教育活動の改善・充実に向けた学校関
係者評価の実施

行事だけの参加だけでなく、通常授
業も含め参観機会を維持してほし
い。


